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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・看護グループ内研修①

日時：10/30(月)17：15～　　　場所：病院2階会議室
対象：介護新人スタッフ
テーマ：介護技術「口腔ケア」　　　講師：石橋Cw
・看護グループ内研修②

日時：10/31(火)17：15～　　　場所：メンタルケア病棟3階会議室前
対象：看護・介護スタッフ
テーマ：救急対応　　　　　　　　講師：相馬SGM
・11/1(水)実地指導あり。青陽館利用者様の記録や日誌等の書類のチェックを行うこと。
⇒疾患別診療計画書・LASMI・経過録・退所時要約を電子カルテにアップロードする

・11/3集合写真撮影について
　レイアウトが掲示されているので、各自確認し、名前がない場合にはSS佐々木さんへ連絡すること。撮影が2回になるので、集合時間等間違えないよう各自確認すること。

・11/3医療福祉学会について
　午後、第5回法人研修があるので残り番以外は出席すること。
・医療福祉学会PPT動作確認について
日時：11/1(水)10時～12時　　　場所：メモリアルホール

発表者（またはそれに準ずる方）は上記時間帯に会場で動作確認を行なうこと。
なお、どうしても業務都合のつかない場合は、教育委員会委員長鈴木厚子さんまでメールにて連絡をすること。
・11/3創立記念式典・祝賀会について
日時：平成29年11月3日(金)　18：30～21：00（受付開始18：00）
場所：八戸プラザホテル　アーバンホール

※永年勤続者の表彰、中途採用者・アドバイザー紹介を行うため、該当者はリハーサルを11/3(金)17：30～、会場にて行うので、参加すること。
・医療材料の発注方法の変更について

11/1(水)より、薬局から払い出していた医療材料について、発注方法をオーダリングシステムに変更し、庶務チームで払い出すようになる。

青陽館関係分⇒KENZ脱脂綿　500ｇ
・H29年度For秋冬号の表紙・裏表紙に使用する写真の募集延長及び投票について

募集期間：10/27(金)～11/2(木)　　投票期間：11/4(土)～11/6(月)
採用作品には賞金が出る⇒表20000円　裏5000円　
送り先：青陽館　馬場まで　　応募作品はデータでも、写真でも可

＜グループホーム利用者様情報＞
・繁名　和恵　様～10/25(水)の診察時、世話人が同行しているが、本人が言いたいことは伝えることが出来ている。
　　　　　　　　　⇒朝食で、食欲がなくてごはんを食べれないので、昼に持って来て食べると言い、昼食の注文をおかずのみに変更している。
・冨田　紀子　様～グループホームの水道工事が11/1(水)より始まるので、グループホームでの入浴を青山荘で行うように説明し、了承している。
・古舘　ヨリ　様～左足小指骨折で、10/27(金)滝沢整形外科再受診している。良くなるまで1ヶ月位かかるとの説明あり。
・若松　邦生　様～11/8(水)にエスペランサ見学予定となり、特定相談青明舎が同行予定となっている。モヤモヤしている様子があり、世話人にメモしたものを見せている。（内容は就労プログラムの企画運営に関する不満など）
　　　　　　　　　⇒本人より、慶長SGMとの面談希望があり、15時過ぎに面談予定としている。

・淡路　智恵子様～本日、膝の治療のため整形外科受診している。

・村上　元道　様～先々週はテンションが高かったが、先週はテンションは高いものの、少し口調がきつい様子も見られていた。
　　　　　　　　　⇒先々週はナイトケア利用していたが、先週は利用していない。来所時には本人の様子を見ながら関わっていく。
・大下　伸治　様～10/23(月)より腰痛の訴えあり、10/26(木)に滝沢整形外科受診している。世話人の同行を希望しており、バス停で待ち合わせていたが、約束したことを忘れて一人で病院に行っている。話をしているうちに、頭がボーっとしてきて分からなくなる様子。痛み止めと整腸剤が処方されている。次回、10/31(火)受診には世話人同行予定。
・藤村　翔　　様～幻聴が活発になっている様子がある。幻聴の内容を話しているが、幻聴に左右された行動は見られていない。強まるようであれば、診察時、主治医に伝えるように話している。

※グループホームあおぞらの水道工事を11/1(水)より3週間から1ヶ月の予定で行う予定となっている。日中は工事に伴い断水となるため、入浴と洗濯を青陽館などで行うことになる。また、工事の騒音もあると思われるため、利用日でなくても青陽館を利用することが可能であればお願いしたいとのこと。

＜青明舎利用者様情報＞
・松川　順子　様～10/25(水)に電話があり、具合が悪くて、10/26(木)に自立支援医療の手続きに行けない。11月になってからにして欲しいと話している。10/26(木)に買い物同行支援の希望あり、一緒にスーパーに買い物に行っている。手持ちが少なく、買い物が間に合うか気にしていたが、予算内で収まり安心している様子が見られている。

⇒最近、体調不良でデイケアを欠席することが多くなってきている。本日も欠席しており、昼頃に電話があり、トイレの回数が多いと話していたため、排尿時の痛みなどがなければ、様子を見るよう伝えている。
・福井　彩　　様～10/24(火)来所している。アパートが2年契約となっており、別のアパートを探していると話している。最近おやつ作りに目覚めたとのこと。10/26（木）の来所時には胃の圧迫感があり、食欲がないと話している。10/28(土)には眠れないことが続いており、2～3時間で目が覚めると話している。

・東海林　紀子様～10/24(火)来所している。就労の時にモヤモヤして休ませてもらったとのこと。同日夜に電話があり、眠れない、眠剤を飲んだがだめだと話している。日中の活動量が少ないため、運動などして活動量を増やしたり、寝る前に入浴をするように伝えるが、入浴は朝シャワーすると話している。10/28(土)来所時、表情暗く、胸が苦しいのが多くなってきたと話している。モヤモヤすることがあるので、アルコールの量が増えたせいかもと話している。

・高柳　和子　様～10/25(水)定期訪問実施。10月に入ってから体調が悪くなることはないと話している。眼科受診し、ドライアイ用の点眼液が処方となったとのこと。水道屋さんに水道の元栓を閉めてもらったので、風呂はデイケアと本八戸駅近くの銭湯を利用すると話している。年金の等級が下がったので、受給額が減り、生活が大変なので生活保護を申請しようかと考えているとのこと。以前、生活保護の相談に行ったが、預貯金額が多く、申請できなかった経緯があるが、お金は貯めておきたいとのこと。このことはデイケアの小嶋さんと田中さんしか知らないから他の人に言わないでほしいと話している。

・我満　望　　様～10/28(土）定期訪問実施。プラーナの体験利用が11月の予定と話している。今月の携帯料金が1万円を超えたとのことで、料金プランの見直しなどを考えてみるよう助言している。眼科受診すると、斜視の検査を毎回しているが、特に問題はないと言われたとのこと。
・若松　邦生　様～11/8(水)にエスペランサの見学をすることになり、特定相談青明舎同行予定。

・我満　奈津紀様～10/28(土)定期訪問実施。訪問時、笑顔なく、顔色不良で顔がむくんでいるため話を聞くと、「昨日、仕事が遅く終わったから」とのこと。室内は洗濯物が山積みとなり、散らかっている状態。市営住宅のふすまや畳の件はまだ業者が決まっておらず、進展していないと話している。10月は5回忘薬したとのこと。最近、足がよく攣るので、漢方薬を服用しているため、カフェインを控えるようにしていると話す。また、喘息の発作が起きた時にどうすれば良いかと話しており、今までは鹿内内科に行っていたが、引っ越したので近くの呼吸器科に行ったが、対応がよくないので別の病院にしたいとのこと。スマートフォンで検索してみるよう助言している。

・前野　義勝　様～尾骶骨が痛いと話しており、痛み止めで何とかやっている。前に比べると、全体に少しずつよくなっているとのこと。週に2回整形外科受診し、方と腰にブロック注射をしていると話している。

　　　　　　　　　⇒ナイトケアにはしばらく来ておらず、水曜日に電話することになっているが、最近は自らかけてくることはほとんどなく、スタッフがかけることが多いため、今後の連絡方法や曜日の選定などについて、本人と話をして決定していく。

＜利用者様情報＞

デイケア

・齊藤　良宏　様～先週の金曜日に中履きを持って帰っており、本日持ってくるのを忘れたとのこと。来所時より、靴を探しに下駄箱に行くことや帰宅要求があり、都度スタッフが対応している。スタッフがバイタルサイン測定しながら、話をしていくと徐々に表情が和らいでおり、以後帰宅要求はない。
・松川　順子　様～本人より電話連絡があり、体調不良の為、デイケアを欠席したいとの連絡がある。具体的な症状を尋ねるが、答えることが出来ずにおり、スタッフから様々な症状の有無を尋ねるが、それにも答えらずにいる。横になることで気が楽になるとのことで、ゆっくり休養するよう伝えている。昼頃に電話があり、トイレの回数が多いと話していたため、排尿時の痛みなどがなければ、様子を見るよう伝えている。
・細谷地　与蔵様～本日来所時間になっても来所しておらず、所在確認の為自宅や妻様の携帯電話へ連絡しているが、応答がない。その後スタッフが自宅まで行くと、テレビを見て過ごしており、来所しなかった理由について確認すると、ゆっくりと休んでいたかったとのこと。今後欠席の際には電話連絡をするか、ご家族に欠席の連絡をしてもらうよう伝えている。
・上川原　豊　様～本日、服薬チェックを実施すると、治験薬の薬包を持って来ていないと話している。治験薬について「飲んでいるよ」と話しており、今後は治験薬の薬包を持ってくるよう説明すると「わかった」と話している。デイケアでは、プログラムには概ね自主的に参加している。今後も服薬状況を確認し、安定した服薬を継続できるよう関わっていく。
デイナイトケア
・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供あり、土曜日の外来受診にてコントミン糖衣錠（25）とバチ－ル錠（100）の併用禁とのことでコントミン糖衣錠25ｍｇ毎食後×1Ｔが止めとなったとのこと。本日は、昼食後、一人でロッカー室におり、「音楽を聴いていたんだよ」と話している。睡眠について尋ねると「眠くないよ」と表情良く返答している。作業療法時や昼食後薬服用時に、手指振戦見られているが、本人からの訴えはなく「なんも大丈夫だよ」と話している。プログラムには参加しており、落ち着いて過ごしている。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり、本日で排便が5日ないとのこと。10：00頃、「便したくなった」と話し、トイレに行き、その後排便があったことを報告している。しかめ顔で独語していることあるも、外出しようとすることなく過ごしている。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供あり、週末気分変動見られていたが、他者トラブルは見られなかったとのこと。本日は来所時より他メンバーに、声高で多弁気味に話してかけているがトラブルはない。昨日の睡眠について、「11：00から朝の5：00まで眠っていた」と表情良く話している。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（繁名　和恵　様）
実施日：H29年10月30日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当： 柴崎　道代
　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：佐々木･慶長･工藤･藤田・山口・舘柳・岩沢

検討内容　治療計画の再評価

	氏名
	繁名　和恵
	性別
	女
	年齢
	53
	生年月日
	S39年1月1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	慢性腎炎

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人関係技能の向上

作業遂行能力の維持・向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	現在の生活を維持する

	家族希望
	現在の生活を維持する

	入院歴
	計5回（最終：平成17年9月～平成18年4月）

	通所歴
	1回目

今回：平成19年4月2日～現在　　（週4回/月・火・水・金）

	その他サービス利用
	訪問看護：隔週木曜日

	住居：グループホームあおぞら
	家族構成：両親ともに他界。市内に住んでいる二姉（君枝様）が保護者である。三姉も同じく統合失調症を患い入退院を繰り返している。
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	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	生活保護受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、地域生活を続ける。
	①疾病管理が行える。
	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	身体的不調か精神的不調か不調を感じる所を具体的に聞き、不調を的確に表現出来るように関わっていく。

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	安定した生活リズムを保ち、デイケアを休まず利用できるよう自己管理が出来るように関わっていく。スタッフは生活状況を確認し、自分で体調管理を行えるように一緒に考えていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	・不調の際には、自分から休養するか、スタッフに相談し調子を伝えた上で頓服薬を服用する等の対処が出来ている。
・不調時に幻聴や妄想的発言も聞かれているが、スタッフが傾聴する事や静養室を利用する事で落ち着く事もある。
・不調を訴えている時に薬を飲んだから眠いと話すが、タングラムに取り組むと「面白いね」と時間終了まで取り組み、「眠いの忘れました」と話している。
	不調の訴えがあった時は作業療法を行う事で、作業に集中し不調を忘れることがある為、不調から気を逸らすことを行い、薬以外の対処法を考える。

精神状態は活発で特に体感幻

覚が特徴であるため、作業に集中することで薬に頼らない対処法を身に付けていく。

目標は変えずに不調時の対処法を見直し、治療計画に今後の対応を加える。

	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	・デイケアの9月の出席率は75%となっているが、デイケアで不調を訴え、静養室で休んでいることもあり、安定した生活リズムを保つことは出来ていないが、30分、1時間と時間を決めて休む事によりその後のプログラムには参加している。
・不調を訴えて欠席するときは、話を整理し、話が合わなくなると怒る時がある。
	不調を訴えている時は身体的不調か、精神的不調なのか症状を具体的に聞き、症状に合わせた対処法を行う。


	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	・プログラムへの参加については、「具合悪くなった時自分で対処できるように、勉強したい」と話しており、ＳＳＴ、グループワーク、疾病教室などに目的を持って参加している。
・台風接近で危険がある為早めに帰っても良いことを伝えると「出席になるんですか」と出席について気にする発言がある。また、
食券の半券を出席確認として主治医に見せる等出席に関しての意欲が窺える。
	幻聴を伴う頭痛なのか、頭痛のみか等症状に合わせた対処法を行い、自分で体調管理を
行えるように不調時の状態を詳しく聞く。

出席していることを評価し、今後も目標を持ってデイケアに通うことが出来るように関わっていく。

目標、治療計画は変えずに関わりを通して体調管理が出来るように一緒に考えていく。


【目標・治療計画（再立案）】

・目標の変更に関しては、今後話し合い決定していく。
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、地域生活を続ける。
	①疾病管理が行える。
	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	身体的不調か精神的不調か不調を感じる所を具体的に聞き、不調を的確に表現出来るように関わっていく。不調時に薬以外で対処できるように作業療法への取り組みを促す。

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	安定した生活リズムを保ち、デイケアを休まず利用できるよう自己管理が出来るように関わっていく。スタッフは生活状況を確認し、自分で体調管理を行えるように一緒に考えていく。


